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『新曲は、「ユニバース」』　

　プラネタリウムで満天の星空に包まれるとき、いつも、なんとも言えない気持ちになる。

　あんまり大きいので、一体どのくらい大きいのかよくわからず、恐ろしいような。

　でもとっても美しいので、幸せなような。

　そして自分がとてつもなく、孤独なような。

　大きな宇宙から見れば私たちはちっぽけな存在なのだと、それはよく言われるセリフだけど、

そんなちっぽけな生命が宇宙の片隅のちっぽけな星で、それぞれに様々な想いを抱えながら

同じ空を見上げているのかと思うと、なんだかとても愛おしい感じがする。

　

　私たちはみんな、謎だらけで果てのない宇宙の彼方に、自分の心の奥深くを見ている。

　空を見上げながら祈る人、嘆く人、微笑む人、想像する人、誰かを想う人。

　みんな孤独なひとりひとりが、同じユニバースを共有している。

＊maaya＊　
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